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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　その側面が夫々反射面として形成されている多角柱形状を有するとともにその中心軸を
中心として回転するポリゴンミラーと、
　前記中心軸と平行な副走査方向において、前記中心軸及び前記各反射面に直交する主走
査断面に関して面対称となるように、前記反射面近傍の一点に向けて夫々レーザー光束を
発する複数の光源と、
　副走査方向において、前記主走査断面に関して面対称となって放射状に拡がるように前
記反射面によって反射された各レーザー光束を、夫々に対応する感光ドラムの感光面上に
収束させるとともに、前記主走査断面と平行な主走査方向において、前記各光源から発す
るレーザー光束に対してその光軸が所定の偏向角αをなす結像光学系と、
　主走査方向において、回転中のポリゴンミラーの何れかの反射面によって反射される各
レーザー光束の走査範囲における前記光源から離れた側の外縁と、各レーザー光束を前記
結像光学系の光軸上に反射させる時点における当該各レーザー光束を反射させている反射
面と前記光源から離れた側に隣接する隣接面との頂点の位置を通るとともに前記結像光学
系の光軸に対して下記式（１）によって定まる角度γをなす線と、各レーザー光束を前記
結像光学系の光軸上に反射させる時点における当該各レーザー光束を反射させている反射
面とによって囲まれる空間内にその先端が存在するとともに、前記走査範囲外を遮光する
ように配置された遮光板とを備えることを特徴とするマルチビーム走査光学系。
　γ＝２π－α－２（Ｎ－２）π／Ｎ　　　　　　　　　　　　　　……（１）
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　但し、Ｎは前記ポリゴンミラーの反射面数
【請求項２】
　前記遮光板は矩形状板である
ことを特徴とする請求項１記載のマルチビーム走査光学系。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、光源から射出されたレーザー光束を、一定方向に回転するポリゴンミラーの反
射面にて反射させることによって偏向させ、結像光学系を透過させることによって収束さ
せて、感光ドラムの感光面上で走査する走査光学系に、関する。
【０００２】
【従来の技術】
走査光学系は、例えば、電子写真方式によるレーザービームプリンタや、デジタルコピー
や、レーザーファックスにおいて、感光ドラム等の感光面を変調ビームによって走査する
ために、用いられる。
【０００３】
具体的には、走査光学系は、画像情報に従ってオンオフ変調されたレーザービームをポリ
ゴンミラーによって走査するとともに、走査されたレーザービームを結像光学系によって
走査対象面上にスポット光として収束させる。これにより、走査光学系は、スポット光を
走査対象面上で主走査方向に沿って等速度で走査させ、複数のドットからなる二次元状の
画像を感光ドラムの感光面上に形成する。
【０００４】
ところで、走査光学系においては、各光学素子の表面における不要な反射に因るゴースト
を如何に除去するかが、設計上の重要事項である。このような不要な反射は、例えば、結
像光学系を構成する各レンズの各レンズ面において、生じ得る。そして、ポリゴンミラー
の何れかの反射面（以下、「正規光反射面」という）によって反射された後に何れかのレ
ンズ面に入射したレーザー光束（以下、「正規光」という）の一部が、このレンズ面によ
ってゴースト光として正反射されてゴースト光となると、このゴースト光は、当該正規光
のビーム軸方向及びレンズ面に対する入射角に依って定まる方向へ戻る。そして、ゴース
ト光が戻された方向にポリゴンミラーの各反射面が存在する場合には、ゴースト光がこの
反射面によって再度反射されて、結像光学系を通り、感光ドラムの感光面に入射してしま
う。
【０００５】
このとき、正規光反射面にゴースト光が入射した場合には、このゴースト光はレーザー光
束の走査速度とほぼ同じ速度で感光ドラムの感光面上を移動するので、元々エネルギー密
度が低いゴースト光のエネルギーが感光面上で分散されるので、ゴーストの問題は生じな
い。
【０００６】
これに対して、ポリゴンミラーにおける正規光反射面に隣接する反射面（以下、「隣接面
」という）にゴースト光が入射した場合には、このゴースト光の移動速度はレーザー光束
の走査速度よりも遅くなり、このゴースト光を反射させているレンズ面の主走査方向にお
ける断面形状如何では、ほぼ停止してしまうこともある。その場合には、ゴースト光のエ
ネルギーが感光面上の主走査方向における一部にのみ蓄積され、その結果として、主走査
方向において印字濃度のムラ（ゴースト）が生じてしまうので、走査光学系全体としての
描画性能が劣化する問題を生じる。
【０００７】
このような問題は、一つのポリゴンミラーによって、カラー印刷における各トナー色に対
応した複数の感光ドラムに対して夫々描画を行うための複数のレーザー光束を同時に走査
する、いわゆる「１ポリゴンマルチビーム走査光学系」の場合に顕著である。なぜなら、
主走査断面を走査する一般の１ビーム走査光学系に於いては、レンズ面間反射を防止する
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為、各レンズの光軸を偏心させてゴーストを防止する手段が取られるが、「１ポリゴンマ
ルチビーム走査光学系」の様に複数の正規光が主走査断面Ｐに対して面対称になる様な光
学系では、各レンズ面間ゴーストを防止するのは極めて難しい。
【０００８】
つまり、「１ポリゴンマルチビーム走査光学系」では、ポリゴンミラーの回転軸と平行な
副走査方向において、この回転軸及び各反射面の中心に直交する仮想平面（以下、「主走
査断面」という）に対して面対称となるように、複数（偶数）のレーザー光束が正規光反
射面に対して斜めに入射する。その結果、図５に示すように、ポリゴンミラー１３の正規
光反射面によって反射された複数の正規光が、主走査断面Ｐに対して互いに面対称となる
ように、正規光反射面の略一点から放射状に拡がって進行する。そして、各正規光は、共
通のレンズ２１及び夫々に対応したレンズ２２を通って、夫々に対応した感光ドラム６０
の感光面に入射する。このようにして、夫々に対応した正規光によって描画された各感光
ドラム上の画像（潜像）が、夫々に対応した色のトナーによって同一の印刷用紙上に現像
されることによって、一つのカラー画像が形成されるのである。
【０００９】
このように、「１ポリゴンマルチビーム走査光学系」では、複数の正規光が、主走査断面
Ｐに関して互いに面対称となるように、正規光反射面の略一点から放射状に拡がって進行
するので、何れかの正規光の一部が何れかのレンズ面にて正反射されることによってゴー
スト光が生じると、そのゴースト光は、副走査方向において、元の正規光の光路を辿って
ポリゴンミラー１３に戻った後に、このポリゴンミラーの隣接面にて反射されることによ
って、主走査断面Ｐに関して元の正規光と面対称となる正規光の光路を進行してしまう。
【００１０】
その結果、ある色についての画像に重ねて、その画像を縮小した形態を有する別の色のゴ
ーストが、同一の印刷用紙上に現像されてしまうのである。このようなゴーストが各色毎
に生じるので、最終的に形成されるカラー画像の品質が著しく損なわれてしまうのである
。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
そこで、本発明の課題は、ポリゴンミラーの各反射面に対して、複数のレーザー光束を、
副走査方向において当該ポリゴンミラーの回転軸及び各反射面に直交する主走査断面に関
して面対称となるように入射させ、反射面で反射された各レーザー光束を夫々に対応した
結像光学系によって個別の感光ドラム上に収束させるマルチビーム走査光学系において、
何れかの正規光の一部が何れかのレンズ面にて正反射されることによって生じたゴースト
光がポリゴンミラーの各反射面によって反射されて他の正規光の光路に進入することを、
簡単な構成によって防止することができる構成を、提供することである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するために構成された本発明によるマルチビーム走査光学系は、その
側面が夫々反射面として形成されている多角柱形状を有するとともにその中心軸を中心と
して回転するポリゴンミラーと、前記中心軸と平行な副走査方向において、前記中心軸及
び前記各反射面に直交する主走査断面に関して面対称となるように、前記反射面近傍の一
点に向けて夫々レーザー光束を発する複数の光源と、副走査方向において、前記主走査断
面に関して面対称となって放射状に拡がるように前記反射面によって反射された各レーザ
ー光束を、夫々に対応する感光ドラムの感光面上に収束させるとともに、前記主走査断面
と平行な主走査方向において、前記各光源から発するレーザー光束に対してその光軸が所
定の偏向角αをなす結像光学系と、主走査方向において、回転中のポリゴンミラーの何れ
かの反射面によって反射される各レーザー光束の走査範囲における前記光源から離れた側
の外縁と、各レーザー光束を前記結像光学系の光軸上に反射させる時点における当該各レ
ーザー光束を反射させている反射面と前記光源から離れた側に隣接する隣接面との頂点の
位置を通るとともに前記結像光学系の光軸に対して下記式（１）によって定まる角度γを
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なす線と、各レーザー光束を前記結像光学系の光軸上に反射させる時点における当該各レ
ーザー光束を反射させている反射面とによって囲まれる空間内にその先端が存在するとと
もに、前記走査範囲外を遮光するように配置された遮光板とを、備えることを特徴とする
。
【００１３】
γ＝２π－α－２（Ｎ－２）π／Ｎ　　　　　　　　　　　　　……（１）
但し、Ｎは前記ポリゴンミラーの反射面数である。
【００１４】
マルチビーム走査光学系がこのように構成されると、各光源から発してポリゴンミラーの
各反射面によって反射されることによって走査される各レーザー光束は、遮光板によって
遮光されないが、何れかの反射面が主走査方向において各レーザー光束を結像光学系の光
軸上に反射させている時点において、何れかのレンズ面にて各レーザー光束の一部が正反
射されることによって生じたゴースト光が結像光学系
の光軸と略平行に戻って、その反射面に対して光源から離れた側に隣接する反射面に入射
したとしても、その反射されたゴースト光は、この遮光板によって確実に遮光される。そ
の時点での回転位置よりもポリゴンミラーの反射面が光源側へ回転すると、結像光学系か
ら射出されるゴースト光は、隣接面ではなく、各レーザー光束を反射させている反射面に
入射することになるので、その反射光は結像光学系には入射しない。これに対して、上記
時点での回転位置よりもポリゴンミラーの反射面が逆方向に回転すると、結像光学系から
射出されるゴースト光は、ポリゴンミラーに近づくにつれて結像光学系の光軸から離れる
ように傾く。従って、このゴースト光が隣接面によって反射されたとしても、その反射光
は、遮光板によって確実に遮光される。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の走査光学系による実施の形態である走査装置について、図面を参照しなが
ら説明する。
【００１６】
図１は、本実施形態による走査光学系の基本構成を展開した状態を示す光学構成図である
。この図１に示すように、この走査光学系１０は、レーザー光を発するレーザー光源１１
，このレーザー光源１１から発したレーザ光を収束するシリンドリカルレンズ１２，その
各側面がレーザー光を反射する反射面として形成された正多角柱形状を有するポリゴンミ
ラー１３，及び、ポリゴンミラー１３により偏向された光束を収束させる結像光学系とし
てのｆθレンズ２０を、備えている。なお、以下の説明の理解を容易にするために、ポリ
ゴンミラー１３の中心軸１３ａに直交する方向を「主走査方向」と定義し、中心軸１３ａ
と平行な方向を「副走査方向」と定義する。
【００１７】
レーザー光源１１から発せられる平行光束のレーザー光束は、シリンドリカルレンズ１２
を透過した後、ポリゴンミラー１３の各反射面に入射する。このポリゴンミラーは、その
中心軸１３ａを中心として回転するので、各反射面によって反射されたレーザー光束は、
主走査方向に走査される。このようにして走査されたレーザー光束は、ｆθレンズ２０を
透過することによって感光ドラムの感光面Ｓ上に収束され、この感光面Ｓ上を主走査方向
に沿ってほぼ等速度に走査する。
【００１８】
なお、レーザー光源１１から発せられたレーザー光束は、主走査方向においては、平行光
束のままポリゴンミラー１３の各反射面によって反射され、ｆθレンズ２０によって感光
面Ｓ上に収束される。一方、副走査方向においては、当該レーザー光束は、シリンドリカ
ルレンズ１２によりポリゴンミラー１３の各反射面近傍で一旦収束され、発散光としてｆ
θレンズ２０に入射し、ｆθレンズ２０によって感光面Ｓ上に再び収束される。このよう
に、副走査方向においては、ｆθレンズ２０によってポリゴンミラー１３の各反射面と感
光面Ｓとがほぼ共役関係となっているために、レーザー光束は、ポリゴンミラー１３のど
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の反射面によって反射されても、各反射面の僅かな傾き（いわゆる「面倒れ」）の有無に
拘わらず、感光面Ｓにおける同一線上を走査する。
【００１９】
ｆθレンズ２０は、走査レンズ２１とこの走査レンズ２１よりも感光面Ｓ側に配置される
像面湾曲補正レンズ２２とから、構成される。このうち、走査レンズ２１は、主に主走査
方向にレーザー光束を収束させるパワーを有するレンズであり、像面湾曲補正レンズ２２
は、主に副走査方向にレーザー光束を収束させるパワーを有するとともに、像面湾曲やｆ
θ特性誤差などの収差を補正する機能をも負担するレンズである。これらｆθレンズ２０
を構成する各レンズ２１，２２の光軸は、少なくとも主走査方向において同軸となってい
る。そして、走査レンズ２１の光軸は、主走査方向においては、各反射面の中央にて反射
されたレーザー光束のビーム軸と重なり、副走査方向においては、ポリゴンミラー１３の
中心軸１３ａの中央に直交している。レーザー光束が各反射面の中央に入射する時に当該
反射面の中央が存在する位置は、レーザー光束の反射点の平均位置であり、レーザー光束
の走査の中心とみなすことができるので、以下、「偏向点」という。
【００２０】
なお、ｆθレンズ２０を構成する各レンズ２１，２２のレンズ面は、回転非対称非球面で
ある場合もあるが、そのような形状を持つレンズ面には本来の意味での光軸を、定義する
ことができない。そのため、以下、「光軸」との文言は、各レンズ面の面形状を式によっ
て表現する時に設定される原点を通る軸（光学面基準軸）との意味で、用いられるものと
する。
【００２１】
　また、走査レンズ２１の光軸を含みポリゴンミラー１３の中心軸１３ａと平行な面を「
副走査断面」と定義し、走査レンズ２１の光軸を含みポリゴンミラー１３の中心軸１３ａ
に直交する面を「主走査断面」と定義する。
【００２２】
感光面Ｓは、ｆθレンズ２０の光軸に直交して主走査方向を向いた回転軸を中心として回
転する感光ドラム６０の外周面である。
【００２３】
以上に説明した走査光学系１０の基本構成のうち、ポリゴンミラー１３及び走査レンズ２
１以外（即ち、レーザー光源１１，シリンドリカルレンズ１２，像面湾曲補正レンズ２２
，感光面Ｓ）は、カラー印刷のための各トナーの色，即ち、イエロー，マゼンダ，シアン
，ブラックの各色成分毎に、備えられている。それにより、イエロー，マゼンダ，シアン
，ブラックの各色成分毎に備えられる４個の感光ドラム６０の感光面Ｓに対して、同時に
、レーザー光束による描画が可能となっている。このような描画に基づいて、各感光ドラ
ム６０の感光面Ｓ上には、イエロー，マゼンダ，シアン，ブラックの各色成分のトナー像
が夫々形成され、これら各色成分のトナー像が同一の印刷用紙上に順次転写されることに
よって、カラー画像が印刷される。
【００２４】
　図５は、このような目的で構成される走査光学系全体（但し、レーザー光源１１及びシ
リンドリカルレンズ１２を除く）の副走査断面を示す光学構成図である。ポリゴンミラー
１３の各反射面に対して、各色成分に対応した４本のレーザー光束は、副走査方向におい
て、主走査断面Ｐに関して二本ずつ面対称となるように傾斜した４つの方向から、夫々、
同一の偏向点へ向けて入射する。その結果、図５に示されるように、ポリゴンミラー１３
の各反射面によって反射された各色成分に対応した４本のレーザー光束は、主走査断面Ｐ
に関して二本ずつ面対称となるように、偏向点から放射状に拡がって進行し、共通の走査
レンズ２１を透過した後に、夫々に対応した像面湾曲補正レンズ２２を透過して、夫々に
対応した感光ドラム６０に照射される。従って、ポリゴンミラー１３の一つの反射面によ
る一回の偏向によって、４つの感光ドラム６０に対して同時に走査を行うことができる。
【００２５】
なお、走査光学系１０のユニットサイズをできるだけ小型化するために、図５に示すよう
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に、ポリゴンミラー１３によって偏向された４本のレーザー光束の光路が、夫々、２枚の
折返しミラー２３，２４（ポリゴンミラー１３から最も遠い感光ドラム６０に入射するレ
ーザー光束については１枚の折返しミラー２３）によって折り曲げられている。この際、
各ｆθレンズ２０を透過するレーザー光束の波長は同一であるので、各折返しミラー２３
，２４の配置位置は、各ｆθレンズ２０の走査レンズ２１から像面湾曲補正レンズ２２ま
での光路長が互いに等しくなって各ｆθレンズ２０が互いに同一の光学特性を奏すること
ができるよう、夫々調整されている。
【００２６】
各感光ドラム６０は、互いに同じ大きさの円柱形状の外形を有するように形成されており
、各像面湾曲補正レンズ２２の光束射出側において、各像面湾曲補正レンズ２２から等距
離の位置に、夫々配置されている。
【００２７】
以上のように構成される走査光学系１０が内部に組み付けられているカラーレーザープリ
ンターは、各感光ドラム６０を所定の回転角速度で回転させるとともに、入力される画像
情報に従ってオンオフ変調した各色成分毎のレーザー光束を、各感光ドラム６０ｂの感光
面Ｓ上で繰り返し走査させることにより、複数の線状の軌跡（走査線）からなる二次元状
の静電潜像を各感光面Ｓ上に描画する。そして、カラーレーザープリンターは、各感光ド
ラム６０上に描画された静電潜像に帯電トナーを静電的に吸着させてトナー像を形成し、
そのトナー像を印刷用紙に転写させる。このとき、カラーレーザープリンターは、各感光
ドラム６０上の走査線が印刷用紙の同一線上に重なるように印刷用紙を搬送し、画像情報
に基づくカラー画像を印刷用紙に印刷する。
【００２８】
次に、本実施形態の走査光学系１０において、個々の色成分に対応するレーザー光束の一
部が各レンズ２１，２２のレンズ面にて正反射することによって生ずるゴースト光が、他
のレーザー光束の光路に入らないようにするための具体的構成を、説明する。
【００２９】
図２は、ポリゴンミラー１３から走査レンズ２１までの間における機械的構成を拡大して
示す図である。この図２に示されるように、走査レンズ２１は、ホルダ２１ａによって図
示せぬケーシングに固定されている。
【００３０】
また、図２において、１００は、シリンドリカルレンズ１２を透過してポリゴンミラー１
３の各反射面に入射するレーザー光束のビーム軸を示し、１０１は、ポリゴンミラー１３
の一反射面による走査開始時における正規光（当該反射面によって反射されたレーザー光
束）のビーム軸を示し、１０２は、ポリゴンミラー１３の一反射面による走査終了時にお
ける正規光（当該反射面によって反射されたレーザー光束）のビーム軸を示す。なお、本
実施例においては、ポリゴンミラー１３が図２における時計方向に回転するために、正規
光が１０１から１０２へ走査されるが、ポリゴンミラー１３の回転方向が逆であれば、正
規光は１０２から１０１へ走査されることになる。
【００３１】
また、図２において、１０４は、本実施形態において他のレーザー光束の光路への進入を
防止すべき対象ゴースト光（ｆθレンズ２０を構成する何れかのレンズ２１，２２におけ
る何れかのレンズ面によって正反射したレーザー光束）を示し、１０５は、ポリゴンミラ
ー１３の隣接面（即ち、正規光１０３を反射させた反射面［正規光反射面］に対してレー
ザー光束１００の入射側とは逆側に隣接する反射面）によって反射された対象ゴースト光
のビーム軸を示し、１０３は、対象ゴースト光の元になった正規光のビーム軸を示す。つ
まり、図２は、上述したように定義した偏向点とポリゴンミラー１３の反射面（正規光反
射面）の中心とが一致しているために正規光１０３がｆθレンズ２０（走査レンズ２１）
の光軸上に反射され、対象ゴースト光１０４がｆθレンズ２０（走査レンズ２１）の光軸
と略平行に進行してポリゴンミラー１３における隣接面に入射する状態を示している。な
お、実際には、ゴースト光１０４は、光軸と平行な方向からやや図上左上に傾くが、ゴー
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スト光を反射させるレンズ面がポリゴンミラー１３から非常に遠い場所にある場合におけ
る極限状態を想定しているので、光軸と略平行となっている。
【００３２】
図２においては、αは、ポリゴンミラーの正規光反射面に入射するレーザー光束とｆθレ
ンズ２０（走査レンズ２１）の光軸とがなす角度，即ち、偏向角である。また、βは、ｆ
θレンズ２０（走査レンズ２１）の光軸に直交するとともに、正規光反射面と隣接面との
間の頂点Ｑを通る仮想平面Ｔと隣接面とがなす角度である。これら角度αと角度βとの間
には、ポリゴンミラー１３の反射面の面数をＮとして、幾何学的に、下記式（２）によっ
て示される関係がある。
【００３３】
β＝π－α／２－（Ｎ－２）π／Ｎ　　　　　　　　　　　　……（２）
いま、対象ゴースト光１０４がｆθレンズ２０（走査レンズ２１）の光軸と平行に進行し
、ポリゴンミラー１３の隣接面において頂点Ｑに接するように入射したとする。その際に
当該隣接面によって反射されたゴースト光１０５がｆθレンズ２０（走査レンズ２１）の
光軸に対してなす角度γは、幾何学的に、角度βの倍である。従って、下記式（３）が成
立する。
【００３４】
γ＝２π－α－２（Ｎ－２）π／Ｎ　　　　　　　　　　　　……（３）
図２においては、頂点Ｑを通ってｆθレンズ２０（走査レンズ２１）の光軸に対して角度
γをなす線と、レーザー光束１００の入射側とは逆側の走査端における正規光１０１の光
路（最大走査角の上光線）と、ポリゴンミラー１３の正規光反射面とによって囲まれる空
間が、ハッチングによって示されている。このハッチングされた空間は、正規光１０１～
１０２の走査範囲外であるとともにポリゴンミラー１３の隣接面によって反射される対象
ゴースト光の光路よりも光軸側である空間である。そのため、このハッチングされた空間
内にその先端縁が存在するとともに前記正規光１０１～１０２の走査範囲外を遮光するよ
うに、矩形板形状を有する遮光板１５が、ｆθレンズ２０（走査レンズ２１）の光軸に対
して垂直に設置されている。従って、図２の状態においては、正規光１０１～１０２が遮
光板１５によって遮光されることなく、隣接面によって反射された対象ゴースト光１０４
が遮光板１５によって遮光されるので、実際には、この対象ゴースト光１０４は、走査レ
ンズ２１には再入射しない。
【００３５】
なお、図２において、１４は、正規光の走査範囲１０１～１０２の外側において迷光を遮
光するために図示せぬケーシングに形成された遮光壁である。
【００３６】
図３は、図２の状態よりもポリゴンミラー１３が時計方向に回転した状態を示している。
この状態では、ポリゴンミラー１３の正規光反射面によって反射される正規光が、ｆθレ
ンズ２０（走査レンズ２１）の光軸と平行な方向よりも、レーザー光束１００の入射側へ
傾くので、対象ゴースト光１０４は、ポリゴンミラー１３の隣接面ではなく、正規光反射
面に入射する。従って、この正規光反射面にて反射された後における対象ゴースト光は、
正規光の走査範囲１０１～１０２の外側へ進行するので、走査レンズ２１に再入射するこ
とはない。
【００３７】
図４は、逆に、図２の状態よりもポリゴンミラー１３が反時計方向に戻った状態を示して
いる。この状態では、ポリゴンミラー１３の正規光反射面によって反射される正規光が、
ｆθレンズ２０（走査レンズ２１）の光軸と平行な方向よりも、レーザー光束１００の入
射側とは逆側へ傾くので、対象ゴースト光１０４は、走査レンズ２１の前面における図２
に示す位置よりも主走査方向において高い位置からポリゴンミラー１３の隣接面に向けて
射出される。従って、この隣接面にて反射された後における対象ゴースト光は、完全に遮
光板１３によって遮光されるので、走査レンズ２１に再入射することはない。
【００３８】
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以上に示したように、本実施形態によれば、ｆθレンズ２０（走査レンズ２１）の光軸と
平行に戻ってポリゴンミラー１３の隣接面によって反射された後の対象ゴースト光１０４
の光路とレーザー光束１００の入射側とは逆側の走査端における正規光１０１の光路とに
よって囲まれる空間内にその先端が存在するとともに正規光１０１～１０２の走査範囲外
を遮光するように、矩形板形状を有する遮光板１５をｆθレンズ２０（走査レンズ２１）
の光軸に対して垂直に設置するという簡単な構成によって、対象ゴースト光がｆθレンズ
２０（走査レンズ２１）に再入射することが防止される。従って、対象ゴースト光が、そ
の元になった正規光に対して主走査断面Ｐに関して面対称となるように進行する他の正規
光の光路に進入することがない。従って、マルチビーム走査光学系によって最終的に形成
されるカラー画像の品質が劣化することが、防止される。
【００３９】
【発明の効果】
以上に説明したように、本発明のマルチビーム走査光学系によれば、何れかの正規光の一
部が何れかのレンズ面にて正反射されることによって生じたゴースト光がポリゴンミラー
の各反射面によって反射されて他の正規光の光路に進入することを、簡単な構成によって
防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施形態によるマルチビーム走査光学系の基本構成を展開して示す
光学構成図
【図２】　走査レンズの光軸と平行に対象ゴースト光が進行して隣接面に入射する状態に
おけるポリゴンミラーから走査レンズまでの間の機械構成を示す拡大図
【図３】　図２の状態よりもポリゴンミラーが時計方向に回転した状態におけるポリゴン
ミラーから走査レンズまでの間の機械構成を示す拡大図
【図４】　図２の状態よりもポリゴンミラーが反時計方向に戻った状態におけるポリゴン
ミラーから走査レンズまでの間の機械構成を示す拡大図
【図５】　ポリゴンミラーから各感光ドラムまでの走査光学系の副走査方向における光学
構成を示す光学構成図
【符号の説明】
１０　　　　走査光学系
１１　　　　レーザー光源
１２　　　　シリンドリカルレンズ
１３　　　　ポリゴンミラー
２０　　　　ｆθレンズ
２１　　　　走査レンズ
２２　　　　像面湾曲補正レンズ
６０　　　　感光ドラム
Ｓ　　　　感光面
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